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1 重要な安全上
の注意

聴く際の安全性

危険
 聴覚損傷を避けるため、大音量でヘッドホンを使用する時
間を制限し、ボリュームを安全なレベルに設定してくださ
い。ボリュームが大きいほど、安全なリスニング時間は短く
なります。

ヘッドセットを使用する場合は、必ず次のガイドラ
インに従ってください。
• 適切な時間、適切なボリュームで聴いてくだ

さい。
• 聴覚に合わせて、ボリュームを続けて上げな

いように注意してください。
• 周囲の音が聞こえなくなるほどボリュームを

大きくしないでください。
• 危険な可能性がある状況では、注意を払うか

、一時的に使用を中断する必要があります。
• イヤホンとヘッドホンからの過度な音圧によ

り、難聴になる場合があります。
• 運転中の両耳を覆うヘッドホンの使用はお勧

めできません。地域によっては違法になる場
合があります。

• 安全のために、通行中は気を散らす音楽や通
話、またはその他の危険な可能性のある環境
を避けてください。

一般情報
損傷または故障を避けるために：

警告
 ヘッドホンを過度な熱に当てないでください
 ヘッドホンを落とさないでください。
 ヘッドホンは水滴または水しぶきに当てないものとします。
 ヘッドホンを水没させないでください。
 アルコール、アンモニア、ベンジン、または研磨剤を含むいか
なる洗浄剤も使用しないでください。

 掃除が必要な場合は柔らかい布を使用し、必要な場合は最
低限の量の水または薄めたマイルドな石けんで湿らせて、本
製品を掃除します。

 組み込まれたバッテリーには日光、火、または類似した過度
の熱を当てないものとします。

 バッテリーを誤って取り外すと、爆発の危険があります。同一
、または同等タイプのバッテリーのみを取り替えてください。

動作温度、保管温度および湿度について
• 温度が -15°C(5°F)から 55°C(131°F)(最大 

90% の相対湿度)の場所で操作、または保管
してください。

• 高温または低温状況では、バッテリー寿命
が短くなることがあります。
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2 Bluetooth ワイ
ヤレス・ヘッドセ
ット

同梱品

Philips トゥルー・ワイヤレス・ヘッド
セット Philips SHB2505

交換可能ラバー・イヤーキャップx2

充電ケース

クイック･スタート･ガイド

その他のデバイス
Bluetooth 対応で、ヘッドセットと互換性がある
(10 ページの「技術仕様」をご覧ください）スマー
トフォンまたはデバイス(例　ノートパソコン、 
PDA、Bluetooth アダプター、MP3 プレーヤー
など）。

ご購入おめでとうございます。そして、Philips によ
うこそ！ Philips が提供するサポートのメリットを最
大 限 に 受 け る に は 、本 製 品 を 
www.philips.com/welcome に登録してください。
この Philips のワイヤレス・ヘッドセットでは、次
のことができます：
• ワイヤレスのハンズフリー通話を自在に楽

しむ。
• ワイヤレス・ミュージックを楽しみ、コントロ

ールする。
• 通話と音楽を切り替える。

USB 充電ケーブル(充電用のみ）
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Bluetooth ワイヤレス・ヘ
ッドセットの概要

 マイク
 マルチ・ファンクションボタン
 LED インジケーター（ヘッドセット）
 マイクロ USB 充電スロット
 LED インジケーター（充電ケース）
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3 始めましょう

バッテリーの充電

充電ケース

ヘッドセット

注意

 初めてヘッドセットを使用する前は、充電ケース内にヘッド
セットを置き、最適なバッテリー容量と寿命にするために、3 
時間バッテリーを充電します。

 何らかの損傷を避けるため、オリジナルの USB 充電ケーブ
ル以外は使用しないでください。

 充電するためにヘッドセットを接続するとヘッドセットの電
源が切れるので、ヘッドセットを充電する前に通話を終えて
ください。

USB ケーブルの一端を充電ケースに接続し、もう
一方の端を電源に接続します。

• 充電のプロセスはフロントパネル上の青色 
LED ライトで確認できます。

• 充電ケースがフル充電されると、青色ライト
が点灯したままになります。

• 充電のプロセスはイヤーピース上の白色 
LED ライトでも確認できます。

• ヘッドセットがフル充電されると、白色ライト
が消えます。

ヒント

ヒント

 充電ケースはヘッドセット充電用のポータブル・バックアップ
・バッテリーとして機能します。充電ケースがフル充電される
と、ヘッドセット用の 3 段階の完全な再充電サイクルに対応
できます。

 通常、フル充電には 2 時間かかります（ヘッドセットまたは充
電ケースの場合）。

初めてヘッドセットを
Bluetooth 対応デバイスと
ペアにする

充電ケース内にヘッドセットを置きます。
ヘッドセットの充電が開始されます。

ヘッドセットがフル充電されていることをご
確認ください。

充電ケースから両方のヘッドセットを取り出
すと、自動的に電源が入り、ペアリングモード
に入って左右のヘッドセットがワイヤレス接
続されます。

「電源オン」と「ペアリング」という声が聞こえ
ます。次に、互いにペアリングされた後、右の
ヘッドセットでは「右チャンネル」という声が
聞こえ、左のヘッドセットでは「左チャンネル」
と聞こえます。

充電ケースが充電を開始します。
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注意

注意

注意

 電源を入れた後、ヘッドセットが以前接続したBluetooth 対
応デバイスを見つけることができない場合、自動的にペアリ
ングモードに切り替わります。

 「左ヘッドセット」チャンネルの電源を入れただけでは、
Bluetooth 対応デバイスと接続することはできません。互いに
ペアにするには、「右チャンネル」の電源も入れる必要がありま
す。

 ヘッドセットは、メモリーに 1 台のデバイスを保存できます。2 
台以上のデバイスをペアにしようとすると、1 番最初にペアに
なったデバイスが新しいデバイスに置き換えられます。

シングル・ヘッドセット・ペ
アリング（モノモード）

ヘッドセットを別の
Bluetooth 対応デバイスと
ペアにする

右のヘッドセットで「ペアリング」という
声が聞こえ、LED が白色と青色で点滅
します。

ヘッドセットは現在ペアリングモードで、
Bluetooth 対応デバイス（例　スマート
フォン）とペアになる準備ができていま
す。

右のヘッドセットで「接続済み」という声
が聞こえ、左右のヘッドセットで LED が 
5 秒間点灯し続けます。お持ちのデバイ
スを使用して、音楽の再生または通話が
可能です。

Bluetooth 対応デバイスのBluetooth 
機能をオンにして、Philips SHB2505 を
選択します。

指示された場合は、ヘッドセットのパスワ
ード「0000」（ゼロ 4 個）を入力します。こ
れらの Bluetooth 対応デバイスが 
Bluetooth 3.0 以降に対応している場合
、パスワードを入力する必要はありませ
ん。

Bluetooth 対応デバイスの Bluetooth 機
能をオンにします。

右のヘッドセット（マスターデバイス）を充電ケ
ースから取り出すと、イヤーピースの電源が自
動的に入ります。右のヘッドセットから「電源オ
ン」の声が聞こえます。

お持ちのデバイスの Bluetooth 機能をオンに
し、検索して「Philips SHB2505」をタップし、接
続します。（6 ページを参照してください）

いったんペアリングに成功すると、「接続済み」
という声が聞こえ、インジケーターのライトが
オフになります。

ヘッドセットをお持ちの Bluetooth 対応デ
バイスとペアにします。お持ちのBluetooth 
対応デバイスの取扱説明書をご参照くださ
い。

以下の例は、Bluetooth 対応デバイスと本
ヘッドセットをペアにする方法を示してい
ます。

ヘッドセットとペアにしたい別の Bluetooth 対応
デバイスをお持ちの場合、以前ペアにした、または
接続したデバイスの Bluetooth 機能がオフになっ
ていることをご確認ください。次に、「初めてヘッド
セットを Bluetooth 対応デバイスとペアにする」の
手順に従ってください。
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ヒント

注意

 ヘッドセットを同時に 2 台以上のデバイスに接続することはで
きません。2 台のペアになった Bluetooth 対応デバイスをお
持ちの場合、接続したいデバイスの Bluetooth 機能だけをオ
ンにします。

 ヘッドセットをオンにした後、Bluetooth 対応デバイスの Bluetooth 
機能をオンにする場合、デバイスの Bluetooth メニューにアクセス
して、ヘッドセットをデバイスに手動で接続する必要があります。

 ヘッドセットが 3 分以内にどの Bluetooth 対応デバイスとも
接続できない場合、バッテリー寿命を節約するため、自動的に
電源が切れます。

 Bluetooth 対応デバイスの中には、自動的に接続しないもの
もあります。この場合は、お持ちのデバイスの Bluetooth メニ
ューにアクセスして、ヘッドセットを手動で Bluetooth 対応デ
バイスに接続する必要があります。

どのデバイスにも接続されない場合、
3 分後にヘッドセットの電源が自動的に
切れます。
左右のヘッドセットの電源がオンになる
と、お互いが自動的にペアになります。

ヘッド セットは 最 後 に 接 続した
Bluetooth 対応デバイスを検索し、その
デバイスに自動的に再接続します。最後
に接続したデバイスが使用可能でない
場合、ヘッドセットは最後から 2 番目に接
続したデバイスを検索し、再接続します。

4 ヘッドセットを
使う

Bluetooth 対応デバイスの Bluetooth 機能
をオンにします。

タスク

ミュージック･コントロール

ヘッドホン
をオンにし
ます。

ヘッドセット

両方のヘッド
セット

ヘッドセットを
両方とも、充電
ケースから取り
出します。

充電ケース内
に左右のヘッ
ドセットを置き
ます。

5 秒間押し
続けてくだ
さい。

白色LED 
が3 回点
滅しま
す。

ヘッドセッ
トをオフに
します。

音楽の再生また
は一時停止

先へスキップ 右のヘッドセ
ット

2 秒間押し
続けてくだ
さい。

前へ
スキップ

左のヘッドセ
ット

2 秒間押し
続けてくだ
さい。

両方のヘッド
セット

1 回押す

左右のヘッドセットを充電ケースから取り出
すと、ヘッドセットの電源が入り、自動的に再
接続します。

Bluetooth 対応デバイスに
ヘッドセットを接続する

パワーオン/オフ

通話と音楽を操作する

マルチファン
クション・ボ
タン

操作

タスク マルチファン
クション・ボ
タン

操作
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LED インジケーターの状態

ヘッドセット状態を示すバッ
テリー LED インジケーター

通話のコントロール

電話に出る/切
る

応答を拒否する 両方のヘッド
セット

2 秒間押し続
けてください。

通話中に通話相
手を切り替える

両方のヘッド
セット

両方のヘッド
セット

2 回押しますSiri/Google

ヘッドセットが
Bluetooth 対応デバイ
スに接続されている。

ヘッドセットの電源が
オンである。

ヘッドセットがペアリ
ングモードである。

ヘッドホンはオンだが
、Bluetooth 対応デバ
イスに接続されていな
い。

青色と白色 LED が点
滅します。接続ができな
い場合、3 分以内にヘッ
ドセットの電源が切れ
ます。

白色 LED が 2 回点滅
します。

青色と白色 LED が点
滅します。

バッテリー残量レベル
少（ヘッドセット）。

バッテリーはフル充電
されています。

LED が消灯します。

ヘッドセットから「バッ
テリー残量少」と聞こえ
ます。

白色 LED が 3 分おき
に 2 回点滅します。

白色 LED ライトが 5 
秒間点灯し続けます。

2 秒間押し続
けてください。

両方のヘッド
セット

1 回押す

タスク マルチファン
クション・ボ
タン

操作

ボイスコントロール

タスク

ヘッドセットの状態 インジケーター

マルチファン
クション・ボ
タン

操作
ヘッドセットに接続した後の Bluetooth 対応デ
バイスのバッテリー・インジケーターを示します。

ヘッドセットの充電中は、青色 LED が点灯します。
電力が 75～100% の場合、4 個の青色 LED が点灯し
続けます
電力が 50～75% の場合、3 個の青色 LED が点灯し続
けます
電力が 25～50% の場合、2 個の青色 LED が点灯し続
けます
電力が 0～25% の場合、1 個の青色 LED が点灯し続
けます
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5 ヘッドセットの工
場出荷時の状態
へのリセット

装着方法

ヘッドセットの充電中は、青色 LED の状態は以下
のようになります：

ペアリングまたは接続に問題が生じた場合は、以下
の手順に従ってヘッドセットを工場出荷時の状態へ
リセットすることができます。

お持ちの Bluetooth 対応デバイスで、Bluetooth 
メニューにアクセスして、デバイスリストから 
Philips SHB2505 を削除します。

左右のヘッドセットを充電ケースに戻します。左
右のヘッドセットのファンクションボタンを 5 秒
間押し続けます。

ヘッドセットと Bluetooth 対応デバイスをペアに
するには、お持ちの Bluetooth 対応デバイスの 
Bluetooth 機能をオンにして、Philips SHB2505 
を選択します。

電力が 75～100% の場合、4 個の青色 LED が点灯
し続けます
電力が 50～75% の場合、2 個の青色 LED が点灯
し続け、3 個目のLEDが 1 秒おきに点滅します。

電力が 25～50% の場合、1 個の青色 LED が点灯
し続け、2 個目の LED が 1 秒おきに点滅します。

電力が 0～25% の場合、1 個の青色 LED が 1 秒お
きに点滅します

Bluetooth 対応デバイスの Bluetooth 機能を
オフにします。

左右のヘッドセットを充電ケースから取り出
すと、ヘッドセットの電源が自動的に入ります。
「電源オン」と「ペアリング」という声が聞こえま
す。

次に、互いにペアリングした後、右のヘッドセ
ットでは「右チャンネル」という声が聞こえ、
左のヘッドセットでは「左チャンネル」と聞こ
えます。右のヘッドセットの LED が 3 分間白
色と青色で点滅します。右チャンネルから「接
続済み」という声が聞こえます。

それから、右のヘッドセットの LED イヤーピ
ースがが 3 分間白色と青色で点滅します。
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6 技術仕様　

注意

 仕様は予告なしに変更されることがあります。

ヘッドセット
音楽再生時間: 3 時間（充電ケースを使用して
9 時間プラス）
通話時間： 2.5 時間(充電ケースを使用して 7 時
間プラス）
スタンバイ時間： 60 時間
充電時間： 2 時間
再充電可能リチウムイオン・バッテリー：各イ
ヤーピースで 50mAh
Bluetooth バージョン： 5.0
Bluetooth 対応プロファイル：
• HSP（ハンズフリープロファイル-HFP）
• A2DP（アドバンスド・オーディオ・ディス
トリビューション・プロファイル）

• AVRCP（オーディオ・ビデオ・リモートコ
ントロール・プロファイル）

対応しているオーディオ・コーデック： SBC
周波数帯域： 2.4GHz
トランスミッター出力： 4dBm 未満
操作可能範囲： 最大 10m（33 フィート）

充電ケース
充電時間：2 時間
再充電可能リチウムイオン・バッテリー：
500mAh
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組み込まれたバッテリーを取り外す7 注意

これにより、飛生（香港）控股有限公司（MMD Hong 
Kong Holding Limited）はこの製品が指令 2014/
53/EU の必須条件および他の関連条項を順守して
いることを宣言します。www.p4c.philips.com で法
令順守宣言を確認することができます。

法令順守宣言

古い製品およびバッテリーを
廃棄する

お持ちの製品は高品質材料と部品で設計・製造さ
れており、リサイクルや再利用が可能です。

製 品 のこの 記 号 は 、本 製 品 が 欧 州 指 令
2012/19/EU の対象として含まれることを意味して
います。

この記号は、本製品が通常の家庭ゴミに廃棄でき
ない、欧州指令 2012/19/EU の対象として含まれ
る内蔵再充電可能バッテリーを含んでいることを
意味しています。正式な回収場所、または専門家が
再充電可能バッテリーを取り外してくれる、フィリッ
プス・サービスセンターに製品を持って行くことを
強くお勧めします。
電気、および電子製品と再充電可能バッテリー用
の、地元の分別ゴミ収集システムについて知ってお
いてください。地元の規則に従い、絶対に本製品と
再充電可能バッテリーを通常の家庭ゴミに廃棄し
ないでください。古い製品と再充電可能バッテリー
の正しい廃棄は環境と人体の健康への害を防ぐこ
とに役立ちます。

居住している国に電子製品用の収集/リサイクルシ
ステムがない場合、ヘッドホンを廃棄する前にバッ
テリーを取り外し、リサイクルすることにより、環境
を保護することができます。

• バッテリーを取り外す前に、ヘッドセットが充
電ケースから取り外されていることを確認し
てください。

• バッテリーを取り外す前に、充電ケースが 
USB 充電ケーブルに接続されていないことを
確認してください。
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EMF の順守

環境に関する情報 

この製品は電磁場への被爆に関して、全ての該当
する基準と規制に従っています。

不要な包装は全て省かれています。3種類の材料
を分別できるように、できるだけ包装を簡単にしま
した。段ボール(箱)、ポリスチレン発泡体(緩衝材)、
ポリエチレン(バッグ、保護発泡シート)。
お持ちのシステムは、専門企業によって分解され
た場合に、リサイクルおよびリユースできる材料で
できています。包装材料、消耗したバッテリー、古
い製品の廃棄に関しては、地元の規制を順守して
ください。

法令順守の注意
デバイスは FCC ルール、パート15に準拠していま
す。操作は以下の 2 つの条件に従うものとします：

1. このデバイスは有害な干渉の原因とはならず、

2. このデバイスは、望まない操作の原因となる可
能性がある干渉を含む、受信されたいかなる干
渉も受け入れる必要があります。

FCC ルール

この装置はFCCルールのパート 15 に基づいて、ク
ラスBデジタルデバイスのリミットに適合するよう
に試験され、確認されています。このリミットは、住
宅での設置において有害な干渉から適切に保護
するために設定されています。この装置を製造し、
使用すると無線周波数エネルギーを放出する可能
性があり、説明書に従って設置、使用しない場合は
無線通信に有害な干渉を引き起こすことがありま
す。

しかし、特殊な設置状況においては、干渉が生じな
いという保証はありません。この装置がラジオまた
はテレビの受信に有害な干渉を引き起こす(装置
の電源をつけたり消したりすれば確認できます)場
合、ユーザーは以下の いずれか1つまたは2つ以上
の方法により、干渉の排除を試行することが推奨さ
れます。
受信アンテナの位置を変える。
装置とレシーバー間の距離を空ける
レシーバーが接続されている回路とは異なる回
路上のコンセントに装置を接続する。
販売店または熟練したラジオ/TV技術者に相談
する。

FCC の放射線被曝についての表明：
この装置は、制御されていない環境において規定
された FCC の被曝限度に準拠しています。 
このトランスミッターは、いかなる他のアンテナま
たはトランスミッターとも一緒に設置または操作し
てはいけません。
カナダ：
このデバイスは、カナダ産業省ライセンス免除 
RSS 基準に適合しています。操作は以下の2つの条
件に従うものとします： (1) このデバイスは有害な
干渉を生じてはならない、および (2) このデバイス
は好ましくない操作を引き起こす可能性がある干
渉を含めて、必ず受信した干渉を全て受け入れな
ければならない。
CAN ICES-3(B)/NMB-3(B)

IC の放射線被曝についての表明：
この装置は、制御されていない環境において規定
されたカナダの被爆限度に準拠しています。
このトランスミッターは、いかなる他のアンテナま
たはトランスミッターとも一緒に設置または操作し
てはいけません。

警告： 決まりを順守させる責任のある当事者に明確
に認められていない改変や改造を行うとこの装置の
操作権限が無効になることに、ユーザーは注意して
ください。
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8 よくある質問

Bluetooth ヘッドセットの電源が入りません。
バッテリー残量が少なくなっています。ヘッドセット
を充電します。

Bluetooth ヘッドセットと Bluetooth 対応デバイスを
ペアにできません。
Bluetooth が無効になっています。Bluetooth 対応
デバイスの Bluetooth 機能を有効にして、ヘッドセ
ットの電源を入れる前に Bluetooth 対応デバイスの
電源を入れてください。

ペアリングがうまくいきません。
• イヤーピースを両方とも充電ケースにセットしま
す。

• すでに接続された Bluetooth 対応デバイスの
Bluetooth 機能が無効になっていることを確認し
ます。

• お持ちの Bluetooth 対応デバイス上で、Bluetooth 
リストから 「Philips SHB2505」 を削除します。

• ヘッドセットをペアにします（6 ページの「初めて
ヘッドセットを Bluetooth 対応デバイスとペアに
する」をご覧ください）。

ペアリングをリセットする方法。
ヘッドセットを両方とも、充電ケースから取り出しま
す。LED インジケーターが白色に変わるまで、左右の
ヘッドセットのマルチファンクション・ボタンを2回押
して、約 10 秒間待ちます。ペアリングが成功すると、「
接続済み」、「左チャンネル」、「右チャンネル」の声が
聞こえます。

Bluetooth 対応デバイス上でヘッドセットが見つ
かりません。
• ヘッドセットが以前ペアにしたデバイスと接続
されている可能性があります。接続されている
デバイスの電源を切り、電波の届かない場所に
移動させてください。

• ペアリングがリセットされていた、またはヘッド
セットが以前別のデバイスとペアになっていた
可能性があります。取扱説明書に記載されてい
る通りにヘッドセットと Bluetooth 対応デバイ
スを再度ペアにしてください。（6 ページの「初
めてヘッドセットを Bluetooth 対応デバイスと
ペアにする」をご覧ください）。

Bluetooth ヘッドセットが Bluetooth ステレオ対応
スマートフォンに接続されていますが、スマートフォ
ンのスピーカーからしか音楽が再生されません。
お持ちのスマートフォンの取扱説明書をご参照く
ださい。ヘッドホンを通じて音楽を聴いてください。

オーディオ品質が貧弱で、バリバリというノイズが
聞こえます。
• Bluetooth 対応デバイスが、電波の届かない場
所にあります。ヘッドセットと Bluetooth 対応デ
バイスの距離を縮めるか、間にある障害物をどけ
てください。

• ヘッドセットを充電します。

スマートフォンからのストリーミングが非常に遅い
時に、オーディオ品質が貧弱になります。または、オ
ーディオ・ストリーミングが全く機能しません。
お持ちのスマートフォンが（モノ）HSP/HFP だけで
なく、A2DP にも対応しており、BT4.0x（またはそれ
以降のバージョン）に対応している（10 ページの「技
術仕様」をご覧ください）ことを確認してください。
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Bluetooth 対応デバイスで音楽を聴くことはできます
が、音楽のコントロールができない(例　再生/一時停
止/スキップ/戻る）。
Bluetooth オーディオソースが AVRCP（10ページの「
技術仕様」をご覧ください）に対応していることを確認
してください。

ヘッドセットの音量が小さすぎる。
Bluetooth 対応デバイスの中には、ボリュームの同期
でヘッドセットとの音量のリンクができないものもあ
ります。この場合、適切な音量にするため、Bluetooth
対応デバイス単独でボリュームを調整する必要があり
ます。

ヘッドセットを別のデバイスに接続できない。
• 以前ペアにしたデバイスの Bluetooth 機能がオフ
になっていることを確認してください。

• 2 番目のデバイスでペアリング手順を繰り返します（
6 ページの「初めてヘッドセットを Bluetooth 対応
デバイスとペアにする」をご覧ください）。

イヤーピースの片方からしかサウンドが聞こえない。
• 通話中の場合、通常は左右のイヤーピースから音
が聞こえます。

• 音楽を聴いているが、片方のイヤーピースからし
かサウンドが聞こえない場合。

• もう片方のイヤーピースのバッテリーが切れてい
る可能性があります。最適なパフォーマンスのため
に、左右のイヤーピースをフル充電してください。

• 左右のイヤーピースをそれぞれ接続解除して、
両方のイヤーピースの電源をオフにします。次
に、両方のイヤーピースを 5 秒間充電ケースに
戻してから取り出します。この手順により、左右
のイヤーピースの電源が入り、両方のイヤーピ
ースがワイヤレス接続されます。ヘッドセットを
お持ちの Bluetooth 対応デバイスと再接続し
ます。

• ヘッドセットが 2 台以上の Bluetooth 対応デバ
イスに接続されている。全ての接続されたデバ
イスの Bluetooth 機能をオフにします。左右の
イヤーピースの電源をオフにします。両方のイ
ヤーピースを 5 秒間充電ケースに戻してから取
り出します。ヘッドセットをお持ちの Bluetooth 
対応デバイスと再接続します。このヘッドセット
は、一度に 1 台のBluetooth 対応デバイスだけ
に接続するように設計されていることにご注意
ください。お持ちのBluetooth 対応デバイスに
ヘッドセットを再接続する場合、他の以前にペ
アにした/接続されたデバイスの Bluetooth 機
能がオフになっていることを確認してください。

• 上記の解決方法が役に立たない場合は、ヘッド
セットを工場出荷時の状態にリセットしてくださ
い(9ページの「ヘッドセットの工場出荷時の状
態へのリセット」をご覧ください)。

これ以上のサポートについては、
www.philips.com/support にアクセスしてくだ
さい。
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Este equipamento não tem direito à proteção contra interferência prejudicial e não pode 
causar interferência em sistemas devidamente autorizados.
Este produto está homologado pela ANATEL, de acordo com os procedimentos 
regulamentados pela Resolução 242/2000, e atende aos requisitos técnicas aplicados.Para 
maiores informações, consulte a site da ANATEL: www.anatel.gov.br

Philips および Philips Shield EmblemはKoninklijke Philips N.V. の登録商標で
あり、許可を得て使用しています。この製品は飛生(香港)控股有限公司（MMD 
Hong Kong Holding Limited）またはその系列会社の一つによって製造・販売さ
れており、飛生(香港)控股有限公司（MMD Hong Kong Holding Limited）はこの
製品に関する保証人です。
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